
学
生
は
日
本
・
ア
ジ
ア
菅
少
年
サ
イ
エ
ン
ス
交
流
事

業
(
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
)
の
芙
同
�
癭
�

投
与
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
副
作
用
と
し
て
出

血
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
.
し
た
が
っ
て
、
血
液
の
状

態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
調
べ
、
最
適
な
投
薬
を
可
能

と
す
る
ポ
イ
ン
ト
オ
ブ
ケ
ア
(
P
O
C
)
検
査
方
法

が
望
ま
れ
る
。

本
共
同
研
究
で
は
、
短
気
計
測
お
よ
び
生
命
情
報

科
学
(
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
)
に
よ
る
ポ

イ
ン
ト
オ
ブ
ケ
ア
方
法
の
確
立
に
関
す
る
研
究
を
実

施
し
て
い
る
日
本
側
チ
ー
ム
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
お
よ
び
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
専
門

と
す
る
ネ
パ
ー
ル
側
チ
ー
ム
の
交
流
で
波
間
問
題
を

対
策
す
る
新
し
い
方
法
の
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
。

招
へ
い
者
は
、
来
日
後
に
日
本
で
の
生
活
、
安
全

対
策
な
ど
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
研
究
現

状
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
1
月

お
目
̃
0
0
日
の
問
、
木
更
津
高
専
で
バ
イ
オ
コ
ン
ビ

ユ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー
ル
の
基
礎
的
説
明
を
受
け
、
血
液

凝
固
に
問
遮
す
る
た
ん
ば
く
質
の
相
互
作
用
、
血
液

凝
固
モ
デ
ル
構
築
を
行
っ
た
。
ま
た
、
バ
イ
オ
イ
ン

フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
分
野
の
専
門
家
で
あ
る
杉
本
准
敢

プログラム 

1日昌 到着、オリエンテーション、研究現状報告 

2-e日日 
体外指揮モデルおよびバイオインフォマティクスの帥纏、 
バイオコンピューティングツールを用いた血液凝固モデル構築 

9-14日昌 血薮凝固バイオマーカの解析 

1与"-18白目 
血液耗固′くイオマーカの計測の可能性を�ロ

ー
ム
バ
イ
オ
マ
ー
カ
の
中
で
、
電
気
信
号
法
に
よ

っ
て
計
測
可
能
な
メ
タ
ポ
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
調
べ
た
。

最
終
的
に
滞
在
中
の
実
施
課
題
を
ま
と
め
、
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
行

っ
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
千
窮
大
学
今
泉
祥
子
准
教

授
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
専
門
家
)
に
よ

る
請
韓
も
受
け
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

本
交
流
事
業
に
参
加
し
た
学
生
は
生
物
学
、
コ
ン




